
知的障害教育高等部部会

進路指導における評価の在 り方

工 研 究 の ね らい

知 的障 害 教育 にお いては 、個 別 指導 計画 に基づ い たき め細か な指導 然行 われ てお り、それ ぞ

れ の学 習 の到達度 について の評 価 も行 われ てきた。 しか しなが ら、そ の指導 の評価 につ いて は、

指 導担 当教員 の判断 による ところが大 き く、客観的 な もの にな りに くい現状 が あ る。

特 に、進路 指導 にお いては 、実習先や 進路 先 を決定す るこ とに重 点が置 かれ が ちで あるた め、

生徒 一人 一 人 の社会参 加 に向け た社会 に 関す る理 解や 自己につ い ての理解 、 主体的 な進 路 選択

を培 う学 習等 の評価 の内容 ・方法 の研 究開 発が十 分で はなか った。

また 、生 徒 が 自己 の在 り方生 き方 を考 え、主体的 に進 路を選 択す る ことが で きる よ うに して

い くた めに は、生徒 一人 一人の 指導 口標 に照 ら して 、そ の実 現状 況 を分 析的 、 客観 的 に評 価す

る と ともに 、指 導 内容 ・方怯 の改 善 ・充 実 を図 り、 「指 導 と評価 の 一体化 」 を推 進 してい く必

要 が あ る。

本 部 会 では 、高等学校 にお け る観 点別学 習状況 の評価 、評価 規準の作成 とい う方法 を活用 し、

進 路指 導 に おけ る分析的 、客観 的 な評価 と、それ に基づ く指 導 内容 ・方法 の改 善 を図 る こ とを

ね らい に実践的 な研 究 を行 った。

、ll研 究 の 内 容

1進 路 指導 のね らい と進路学 習 の重要性

昭和S6年 か らの国際障 害者年 を契機 に 、そのテーマ であ る 「完全参加 と平等」 を進 め る理

念 に お い て、 「障 害者 の 自己決 定 と本 人 参加 の尊 重 」が 注 目され る よ うに な った。 特 に 、 知

的 障 害の あ る生徒 への 自己決 定 ・本 人参加 の支援 の 基礎 には 、 生徒本 人へ の情報 提供 が 不 可

欠 で あ る。今後 、高等 部の進 路指導 にお いては、生徒 へ進 路に関す る十分 な情報提 供の基 に、

生徒 自身 の 「自己選択 ・自己決 定」 に基 づ く指 導 内容 ・方 法 の 実践 が さらに重 要 にな って い

る。

そ の よ うな意 味 か ら も、教 科 「職 業 」、 生活 単元 学習 、ホー ムル ー ム活 動 等に お け る進 路

学 習 は、 発達期 上 の移 行期 に あ る生 徒 への 、主体的 な進 路選 択 につ なが る進 路情 報 の提 供 ば

か りでな く、社 会 に関す る理解や 自己につ いての理解等 を培 う蚕要 な役 割が あ る。

2進 路学 習 の評価規準 と評 価項 目の 開発

知 的 障 害養護 学校 高等部 にお け る進 路学 習は 、 教科 「職 業 」、 ホー ムル ー ム 、生活 単元 学

習 等 を通 して 実施 され てい る。 しか し、そ の評 価 は 、個 人 内評 価 に重点 が置 かれ 、分析 的、

客観 的 に 行われ に くい現状 が あ る。 今 後 、生徒 が 自己の在 り方 生 き方 を考 え、主 体的 な進 路

選 択 の 学 習状 況 を適切 に評価 してい く と ともに 、生徒 の関心 ・意欲 や 、生徒 の 良 さや 可能 性

に 目を向 け、生徒の豊 かな 自己実現 に役立 つ評価 の關発 力監必 要で ある。
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また 、 現在 、学校 か ら社 会 へ の スムー ズ な移行 を支 援す る 「個別移 行支援 計画;に 基 づ く

指 導 ・支援 が試 み られ て いる。 ここで は、 よ り積極 的 に生徒 の社会参 加 に視 点 を置 いた 評価

内容 ・方 法 が重要 であ る。 つ ま り、適 切 な支援 が あれ ば 、 目的 に合 った 力 が出せ るな どの具

体的 な支援 の手立 て を伴 った評 価 が必 要で あ り、 知識 や技 能の 到達度 を的確 に評価 す るこ と

の で き る進路 学習 の評価規 準の 開発 が重要 である。

皿 研 究の方法

進 路 学 習 の評価 規 準 の開発 に 当た り、まず各校 の進 路指 導 の取 り組 み につい て情 報交 換 を行

い、進・路指導 のね らい 【El・2〕や進 路学習 の内容(資 料1参 照)、 産業現 場等にお け る実 習{以 下 、

現場 実 習 と記 す)等 にお け る評 価表 等 を参考 に検 討 を行 った。 そ して 、各校の 進路 学習 の内 容

と具 体 的 な活 動 を 「関 心 ・意欲 ・態度 」 「思 考 ・判 断 」 「技 能 ・表 現」 「知 識 ・理 解1と い う4

槻 点別 に分 類 した。4観 点 の分 類 に は、 どの観点 にいれ た らよいか迷 う内容 もあ った た め、評

価 の 対象 を明確 し(資 料2参 照)、 評価 規準 を作成 した(資 料3参 照)。

注1

〈盲学校、聾学校及び養護学校高等部学習指導要領 第1章 第2節 第4款5〔5)〉

生徒 が 自己の在 り方生 き方 を考 え、主体的 に進路 を選択 で きるよ う、学 校 の教育

活 動全 体 を通 じ、 計画的 、組 織的 な進 路指導 を行 うこと。

注2

知的障害養護学校高等部の進路指導の 目標(例)

高等部1年=進 路への関心を培 う段階

・新 しい学校生活 の中で、卒業後の生活に必要な基本的生活習慣や垂礎学力 を身 に付けるとともに、

学絞生活 の課題 を理解 し、前 向きに学校生活 を送る。

・職場見学や就業体験 などを通 し、働 くこ とへ の理解 を深める。

・身近 に働 く人の職業や社会生活に対する興味をもつ。

高等部2年;進 路を探索 ・試行す る段階

・学校生活 における自発の課題 を意餓 し、 自分の成長のた めの努力す ることにより、課題達成 の喜

びが もてるよ うにな る。

・産業現場等にお ける実習等 を通 して、働 くうえでの自己理解 を深める。

・いろいろな仕事や生活 の仕方を知 り、自分や社会への理解 を深 めるとともに、希望す る進路をもっ。

高等部3年 ・進路を選択 ・試行 ・決定す る段階

・高等部3年 間を振 り返 り、 自分の成長を確かめるとともに、社会人と しての態度を身 に付 ける、

・産業現場等にお ける実習を通 して 自分の卒業後の生活(職 業生活 ・家庭生活 ・余暇利用等)を 考え、

社会人になる心構 えを学び、身 に付ける。

・社会 自立 を目指 し、卒業後豊かな生活が送れ るよう、進路先を決定す る.
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資料1 A養 護学校高等部の3年 間の進路指導内容例

1

学

期

2

学

期

3

期

1年
進路についての関心を培う段階

2年
進距を探索・試行する醗階

3年
進錯を選択 ・誠行 ・決定する段階

O進 路 ガ イ ダ ン ス
・各学年の進路学習について

ー
仙 　編

学

学

見
壕
暴

霧
腱
霧

職
蘇
騨

O
聡
O
中 仙に

ー

・進蹟決定の流れにっいて

レ 卒業について一
験について

ハ ロー ワー ク等 に つ い て

O突 習 激 励 会 を し よ う
・いろいろな仕事について
・実習について

o実 習 激 励 会
・いろいろな仕事について
・現場実習について

O実 習 報 告 会 を し よ う
・先輩の実習にういて
・実習、勧くことについて

()実 習 幸侵 告 …寒
・仕事について(い ろいろな仕事、職場)
・先輩 の霊習、職場 にっいて

1・ 響 習 に つい て ・畢 壷塗 僧 につ い で ・ 幅 「薩 身 がL詮 轟、マ ナ

lI 軍習測 『壷荒 }i

の ま ど め
・室習について ・発豪の反省について

O実 習 に 行 こ う
・現場実習について ・面接の受け方について

方法、通勤練習についで
・実習 中の生活 に

ll儲 箪憬 罹 轟 』一澗rr循 軍 型 11

Oi実 習 の ま 亡二め
・現場実習反省、まとめについて ・お 礼状書きについて

を し よ う

レ 仕事について1いろいろ雑 事}'鋼 の反省・
ま とめについて

ll 軍習邸 践 手≒ 闘

の ま 亡=め

・報告会での発表馨の反省

マナー、人間関係等 について

・実習 中の生活 にっいて ・実習 日誌 の記入

O自 分 の こ と を 知 る
・人のライフステージ ・自分のPR、 友

艦 頚謹麟署鍵密麟
手伝 い ・生活のスケジュール
・余暇 施設の利用 の位方 ・休 日の過ごし

方 ・学校 の友だ ち ・わた しの夢

O職 場 見 学 に 行 こ う・いろいろな仕事にっいて

一

O職 場 見 学 の ま と め
・いろいろな仕事について

顯1麟鷺 鑛講
蕩罰角醗』ジ了蕪職 麗薯豪鷲

O進 路 を 考 え る

講難磐灌講 縄監纏畿號紹
鷺L歌藩齪 駐篁翁葵㌶賭纏i翻
開発校⑤告種学絞、専修学校)・ 進路決定の
手順について

o実 習 激 励 会 を しよ う

・相 鹸 で き る人、支 援機 関 に つ いて
・ハ ロー ワー ク、 求 職 登錬 に つい て
・働 くこ とに つい て

.蟹 騒 歯 難 醐 く人の勘
〔①家族との生活②魎動寮での生浩

脇6蓋 醸 縫酵での蝋

・いろいろな仕事について
・現場 実習について 厘==± 一 豊当 ・マ九 人醐鵬につヤ'て
O実 習 激 励 会 の ま と
・いろいろな仕事について
・奥習について
・先輩iの実習先っいて

・実習について ・発表の反省

O実 習 に 行 こ う
・現場実習について一 ザつ い て 等

O実 習 報 告 会 を し よ
・先輩の実習について
・芙習、働くことについて

o実 習 幸臼 告 会
・仕事 について 〔い ろいろな仕事 、磁葛}
・先輩の実習、職場について

O鍵 習 の ま
・反省 、ま とめについて ・お礼状の書 書方について

を し よ う
・仕事にっいて(いろいるな仕事、職 場} ・実 習 の反 省 、 ま

lI 写 嵩 碍二手≒ II「

の ま く二の

・報告発農の反省

・発衷準備

O校 内 実 習 を し よ う
・働くことの意義について

騰 とめ
・校内実習の反省、ま とめ
・流通について

O働1<こ と

在舞鎌く籠灘 醍 鼠編篇な
o進 足各 面 唇斑
・実習、進路希望について
'現 在 の課題の明確化にっ いて
・自分 の特性等の 自己理餌について
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O進 路 を 考 え る
・進路にっいて相談できるところ

{①福祉事務所②更生相談③公共職業安定所④障害者職業セ
ンター、

胱労支援センター)
・旺歴書の書き方について

O社 会 人 に な る

急甥躍薔擁騨零継甥陸霧

皇羅麟聴i鰻羅購 合
O進 路 ガ イ ダ ン ス
・2年生の進路学習について ・3年 生の進路学習について ・将 来の こと にっ い て(ラ イ7ス テ ー ジ〕
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資料2進 路学習の評価規準作成に際 しての観点別評価の対象

観 点 評 価 の 対 象

関 心 ・意 欲 ・態度 ・進路学習へ の積極的な取 り組み

思考 ・判断 ・進路に対す る考え方

・進路決定の判断力

技能 ・表現 ・進 路 情 報 の整 理 と活用

・自己管 理 能 力や コ ミュニケ ー シ ョン能 力

知畿 ・理解 ・進 路に対す る知識 ・理解

資料3進 路学習の評価規準及び学習活勧に即した具体的な評価規準(例)

評価の対象 評価規準 学習活動に即した具体的な評価規準

関 進路学習への 卒業後の進路や生き ・卒業後の生活に関心をもって学習 しようとする。

心 積極的な取 り 方 に関 心をもち、将 ・様々な仕事に興味 ・関心をもって学習 しようとする。
■ 組み 来の生活についての ・自分の良さや他者の良さを知ろうとしている。

意 学習に積極的に取 り ・現場実習に関心をもって、意欲的に取 り組もうとしている.

欲 組む ・身近な地域のサー ビス内容や提供機関等に関心をもって学習

圃 しよ うと して い る。

態 ・地域生活や職業生活を送 る上でのルール、マナーに関心をも

度 っ て学 習 しよ うとす る。

・将来の夢や希望の実現に向かって意歓的に学習しようとする。

思 進路に対する 自分の理想 を もち、 ・自分 の良 さや 個 性 を 考 え
、 判 断 して い る。

考 考え方 や りたいことやでき ・自己の能力や適性を考え、判断している.
騨 る こ とを判断 して 、 ・卒業後の進路や生き方等を考えている。

判 進路決定の判 進路を前向きに考え ・現揚実習の意義を考えている.

断 断力 る 。 ・卒業後の進路や生き方等に関 して、自らの課題を見いだ して
い る.

・将来の目標の実現に向けて、進路選択を考えている。
・適切な進路選択をしている。
・休 日の過 ご し方 につ い て考 えて い る。
・卒業後の生活に必要な支援を考えている.

技 進路情報の整 卒業後の生活、職業 ・将来の夢や希望のために、進距情報を収集 している.

能 理と活用 に関する情報収集に ・進路情報を自己の進略選択に生かしている。
■ 努め、 目標達成 に向 ・進路情報を自己の生活設計に生かしている.

表 けて活 用 してい る。

現 一

自己管理能力 自立 した生 活 に 向 ・将来の夢や希望を表現している.

や コ ミュニ ケ け、 自己管理や コ ミ ・自分の意思や意見を適切に表現している。
一シ ョン能力 ユニケー シ ョン等の ・他者の良さや感情を理解し、良好な対人関係を築いている。

必要な技能 ・衰現を ・健康で安全な生活のための習慣を身に付けている。

身 に付 けている。 ・休 日の す ご し方 を工 夫 して い る
。

進路に対する 将来の生活に必要な ・さまざまな進路や生き方等があることを理解 している。

知 知識 ・理解 知識や情報を理解す ・いろいろな仕事があることを理解 している。

識 る 。 ・学校や家庭での自分の役割について理解 している。
■ ・働 く こ との 楽 し さや 厳 し さ

、意 義 を理 解 して い る。

理 ・自分の良さや個性を肯定的に理解 している。

解 ・現場実習の意義を理解 している。
・社会の仕組やきまりについて理餌 している。
・生活に必要な支援概関の利用方法を知っている。
・職業生活に必要な基本的なルール、マナーを理解 している。
・職業生活に必要な健康管理の方怯を知っている。
・職業生活に必要な余暇利用の方法を知っている。
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3観 点別 によ る分 析的な評価の 活用に よる指導の改善事例 の 開発

本研 究は 、4つ の観点 に よ る評価 規準 を開発 し、分 析的 な評 価 を実施 す るこ とで 、評 価の

客 観性 、信頼性 が 高 まる と ともに、指導 の改善 ・充実 が図 られ る とい う仮説 の基 に事 例 研究

を行 った。

仮 説 の検証 は、養護 学校 高等 部 におい て行い 、本指 導資 料集 には 、異 な る学習 形態 及 び学

習 内容 の事 例 を紹介す るため 、3事 例 を取 り上 げた。

なお 、進 路学習 にお け る評 価規 準 の設 定方法 、授 業実 践 ・指 導後 の評 価 に よる授業 改 善等

の方 法 は、下記 の関連 図 の よ うに考 えた。

参考 図 指導計画 と評価の関連図
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W指 導 事 例

1「 職 業 選択 」

(1)生 徒Aさ んの個 別 指導計 画(1年 次2学 期)

Aさ ん は 、養護 学校 中 学部 か ら高等部 に進学 して きた生徒 で ある。校内 実習 は、中学 部 、

高 等 部 で経 験 してい るが 、働 くこ とに対 して の意識 や イ メー ジ が十分 に もて て いな い よ う

で あ った。 しか し、実習 中 は、 日常 の授 業 と異 な る こと を理解 し、作 業 に積 撞 的 に 取 り組

む よ うにな って い る。製 品 の出 来高 は 、 日を増 す ご とに あが ってい る。 校 内 実習 や 作 業 学

習 の よ うに身 体 を動 かす 活 動 には見 通 しが もて 、 自分 か ら取 り組む こ とが でき るが 、話 し

合 い 中 心の 学習 だ と課題 に のれ な い こ とが多 い.ま た 、 ほ とん ど発語 が な いた め に 、 コ ミ

ュ ニケ ー シ ョンを 向上 す る こ とが課 題 で ある。 以上 の こ とか ら、Aさ ん の 個別 指導 計 画 を

以 下の よ うに設 定 した.

平成15年 度 個 別指 導計 画(1)一 実 態表 一 く抜粋)高 等部1年 組 名前A

〈 障害 〉 〈諸検査の構報〉

知的陵害 特になし

愛の手帳2度

基本的 な生括習慣 は形成 され ているが、体調や服

薬 等 の関係 もあ り、 日によっ て傾 眠傾 向が 見 られ

る。発 声 ・発音 は数語 あ り、不 明瞭 である。 日常

生活 の範囲で あれ ば 、言語 指示 が理解 でき、 コミ

ュニケー シ ョンがス ムーズに な りっつ ある。他者

か らのかかわ りに喜びや意 欲 を素直 に表現 で き、

自分 か らかか わ りをも と うとす る様子 が見 られ る

よ うにな った.学 習面や 生活 面ではやや 雑になっ

て しま う傾 向があ る。 興味の あ るものには興奮気

味に見た り、触 ったりす る。

〈医学的情靱(配 慮事項)〉

てんかん発作1有(

服 薬=有(

健康 上の配慮=有(配 慮が必要)

・卒業後 の生活 に向け て 日常 生活に必 要 な基

本的な生活 習慣 を身 に付ける。

・コ ミュニケ ーシ ョンの力を つけ、 自分 で伝

えていこ うとす る。

・友達 とのか かわ りを広 げた り、興 味 ・関心

の幅 を広 げ、 自分か ら積 極的 にかか わ ろ うと

する。

・体力 をつける.

平 成15年 度 個 別指 導計 画(2)〈 抜粋〉 一生 活単 元学 習一

指導項 目 ・内容 2学 期の 目標 支級の方法 棟子と評価

O働 く こと

・学校 や 家の ま ・学校や地城 で働 く人 の学 ・仕事 の実体験 を した り、実際 の職場 を

生 わ りの仕事 習 を とお し、仕 事や働 くこ 見 学 す る な ど 、 働 く こ と に つ い て イ メ ー

活 との意 味 を理解 す る。(知 ジがもてるよ うにす る、

単 識 ・理 解)

元 ・ い ろ い ろ な 仕 ・い ろいろな仕事 の体 験に ・体験す る場合 は積極的 にかか われる よ

学 事 関心 をもち、 自分か ら活動 うに教 師と一緒に活 動す る,

習 し よ う と す る 、(関 心 ・意

( 欲 ・態 度)(思 考 ・判 断)

進 ・働 く人 の 写 真 ・粧 カ ー ド ・ビデオ な どの視 聴覚機器 を活 用 し、学

路 等の視覚教材 の 中か ら臼分 習を思い 出 した り、考 えた りす るこ とが

学 が したい仕事 を選ぶ ことが で き る よ う に す る 。

習 で き る 。(思 考 ・判 断)(技 ・傾 眠傾 向が強 いため、動的行動や 立位

)

能 ・表 現) の状態での学 習活動 を設 定する。
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(2)指 導 事例

ア 単元名

働 くこ と

イ 単元 設定 の理 由

生活 単元 学習 の授業 は 、3つ の グル ー プに分 けて指 導 して い るe本 グル ー プ の生 徒 は 、

会 話 が成 立す る生徒 か ら、簡 単 な指示 言語 のみ の理解 の生徒 まで様 々で あ る。 日常生活 に

お け る言葉 は、大部分 の生 徒が理解 す る ことが で き る一 方 、ホー ムルー ムな どは、個別 の

対応 が ない と、 自分 か ら発言 した り、行 動す るこ とが で きない生 徒 が多い。

働 くこ とに関 しては 、ほ とん どの生徒 が仕事 に対 しイ メー ジす るこ とがで きない でい る

ため 、学校 や家 の まわ りの様 々な仕 事 を見学 した り、体験 す る こ とに よ り、働 くこ とにっ

いて少 しず つ理解 でき るよ うに本 単元 を設 定 した。

ウ 本 単元 の学習 計画(6時 間)

①

②

③

④

⑤

考 え、 出 し合 う。O月O日{本 時)

⑥o月o日

工 本 時 のね らい

・様 々な仕 事 に興味 をもつ。(関 心 ・意欲 ・態 度〉

・商店 の見 学 を元 に、 「商店 で働 く人」 が どの よ うな仕 事 を して い たか を知 る。(思 考 ・

判 断)(技 能 ・表現)

・学校 や 商店 で働 くほか に、 どの よ うな仕 事が あ るか を出 し合 う。(思 考 ・判 断)(技 能

・表 現)

オ 本 時 の評価規 準 と学 習活 動 に即 した具体 的な評 価規 準

学校 の主事 さん ・調 理 員 さんの仕 事 を見学 し話 を聞 く。Ofio日

主事 さんの仕事 を体験す る。(学 校 の仕 事①)O月O日

校 内実習や 落 ち葉 は きを体験 す る。(学 校の仕 事②)O月O日

商店 で働 く人 を観 察 し話 を聞 く。(学 校 や家 のま わ りの仕事)O月O日

前 回 まで の観 察や 体験 か ら働 くこ とは何か 、 どんな仕事 が あ るのか

学校 の 中でで きる仕事 をさが し体 験 してみ る。(学 校 の仕事 ③)

観点 評価規準 学習活動に即した具体的な評価規準

関心 卒 業後の 進路や生 き方 に関心 を も ・本時の学習内容や流れ の説明を しっか り聞 こ うとす る,

意欲 ち、将来 の生活 について の学習 に ・商 店や 学校で働 く人が何 を してい るか興味 ・関心 をもっ

態度 取 り組 む て学習 しよ うとする、

思考 自分の理 想 を もち、や りた い こと ・商 店で働 く人が どの ような仕 事を していたか を考 え、そ

判断 で き るこ とを判断 して 、進路や 生 の仕事を絵カー ドや写真の 中か ら選択 している。

き方を前向きに考える。 ・身 近な仕 事につい て どの よ うな仕事 があ るか
、絵 カー ド

や写真の中か ら選択 してい る。
1

技能 自立 した 生活 に向け、 自己管理や ・自分の意 思や意見 を絵 カ ー ドや 写真 を貼 ることによ り、

表現 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 等 の 必 要 な 技 表 現 し て い る 。

能 ・表現を身 に付けている.

知識 将来の生活に必要な知識や情報を ・絵 カー ドや写真 を逝 して 、商店や身近 な仕事 につ いて理

理解 理解す る。 解 し て い る。

・働 くことの楽 しさや意義 を理解 している,
・学校や家庭での 自分 の役割について理解 してい る.
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力 本時の授業展開

導

入

展

開

学習活動の流れ と生徒の

学習に対する姿勢

・これ か ら授業 が始 ま る

こ とを意識 し、あい さっ

す る.

・話 を聞 き、 こ の時 間 に

何 を学 習 す るか を理 解 す

る.

・前 回の授業 で 見学 した

商 店 の ビデ オ を見 なが ら

商 店 で働 く人の 様子 を思

い出す。

・ ど の よ うな 商 店 が あ う

た か 思 い 出 し 、 い く つ か

の 写 真 の 『コか ら そ の 商 店

を 選 び 、 ホ ワ イ トボ ー ド

に 貼 る,

(商店見学の写真カー ド)

・学 校 や商 店で 働 くほか

に どん な仕 事が あるか考

える。

・い くつ かの 写真や絵 カ

ー ドの 中か ら考 えた仕 事

を選 び、 い ろい ろな仕 事

生徒の活動および評価

Aさ ん Bさ ん Cさ ん

・これ か ら授 業 が始 まる こ とを意 識 し、 しっ か りあ

い さっ しよ うとす る。 く関心 ・意欲 ・態度}

・話 を 聞 き 、

この 時 間 に何 を

学 習 す る か を 理

餌 す る 。(関 心

・意欲 ・態度}

・ビデ オ を 注 視

しな が ら商 店 で

働 く人 の 様 子 を

思 い 出 す,(関

心 ・意 欲 ・腫

度)

(思考 ・判 断}

・ど の よ う商店

があ っ た か 思 い

出 し、 い くつ か

の写 真 の 中 か ら

選 び ホ ワイ トボ

ー ドに 貼 る。 〔思

考 ・判 断)1知

議 ・理 解)(技

能 ・表 現1

・どん な 仕事 が

あ る か 肴 え る。

{思 考 ・判断)

{知 餓 ・理 解)

・い くつ かの 写

真 や桧 カ ー ドの

中 か ら仕 事 を選

・話 を聞 き、 この時 間 に 何 を学 習

す る か理 解 し、 発 智 す る。 〔閲心

・意 欲 ・態 度)

・ビデ オ を見 な

が ら商 店 で 働 く

人 の 様 子 を思 い

出 す 。(関 心 ・

意欲 ・艦度)(思

考 ・判 断)

・ど の よ うな 商

店 が あっ た か 思

い 出 し、 商 店 名

を発衷 す る。(思

考 ・判 断){知

職 ・理 解){技

能 ・衷 現}

・どん な 仕 事 が

あ る か考 え る.

(思 考 ・判 断}

(知 識 ・理鰹)

・本 や い くつ か

の 写 真,絵 カ ー

ドの 中か ら仕 事

・ビデ オ を 見 な

が ら商 店 で 働 く

人 の 様 子 を 思 い

浮 か べ る 。(関

心 ・意 欲 ・ 態

度}(思 考 ・判

断}

・ど の よ うな 商

店 が あ っ た か 思

い 出 し、 商 店 名

とそ の店 の 様 子

を 発表 す る。(思

考 ・判 断}(知

識 ・理 解)(技

能 ・表 現)

・ど ん な 仕 事 が

あ る か 考 え 、 イ

メ ー ジ す る 。(思

考 ・判 断)(知

識 ・理 解)

・本 や い くつ か

の写 真 や絵 カ ー

ドを参 考 に しな

指導への評価

・学習 に興 味 を もつ こ

とが で きる よ う話す こ

とが で きたか,

・活 動 内容に イ メー・ジ

を持 ち 、見通 しが もち

やす い よ うに、わ か り

や す く話 す こ とが で き

たか。

・画面 に注視 で きる よ

う、 ビデ オの操作 方怯

や 声か け は適 切 であ っ

たか.

・表 出 言語 のな い生徒

が 自分 な りに考 え、 自

ら活動 で きる よ うに 支

援す ることができたか.

・仕 事 に対す るイ メー

ジ溺 もてる よ う、視覚

的教材 の提示や 声かけ、

身 振 りで生徒 の活 動 を

ひ きだす ことがで きた

か。 ま た、そ の提示 方

法 は適切であったか.

・発 表 の難 しい生徒へ

の発 言 を促す 発 問 は適
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ま

と

め

に つ い て 発 表 す る 。 ホ ワ

イ トボ ー ドに 貼 る。

・今 回学 習 した こ とを思

い出 し確認す る、

(落 ち 葉 は きの 写 真 カー ド〕

・次 回 の 学 習(「 学 校 の 中

で で き る 仕 事 」}を 知 り 、

期 待 す る.

び 、 ホ ワ イ トポ

ー ドに 貼 る =(思

考 ・判 断)(知

識 ・理 解)

(技 能 ・表 現 〕

・今 回 学 習 した

こ と を思 い 出 し

絵 カー ドを 見 な

が ら確 認 す る。

(思 考 ・判断}

・次 回 の学 習 を

知 り期 待 す る、

(興 味 ・関 心 ・

意歓 〕

を 選 び 、 発 表 す

る 。(思 考 ・ 判

断)く 知 餓 ・理

解)(技 能 ・表

現}

が ら、発 表 す る.

〔思 考 ・判 断 〕

(知 繊 ・理 解 〕

(技 能 ・衷 現 〕

・今 回学 習 した こ と を思 い 出 し発

言す る。{思 考 ・判 断)

・次 回 の 学 習 を

知 り ど の よ う な

内1容 か イ メ ー ジ

す る 。(興 味 ・

関 心 ・意 欲)

・次 回 、 ど の よ

う な 学 習 が 行 わ

れ る カ・知 り.其

体 的 に イ メ ー ジ

す る 。{興 味 ・

関 ・意 欲)

切 で あ っ た か 、

1絵 カ ー ド選 択 の 写真)

・生 徒 にわ かる よ う視

覚的 教材 を動果的 に使

って話す こ とが で きた

カ㌔

・よく学習 した とこ ろ

を評価 し、生徒 に わか

る よ うに話 す ことがで

き たか。

・視覚 的 教材 な どの提

示 に よ り、期待 で きる

よ うに話 す ことがで き

たか。

キAさ んの本 時の評価

観点 学習活動に即した具体的な評価規華 評価 所 見

閣心

意欲

態度

・本 時の学習 内容や流れの説明 を聞こ うとす る、

・商店や学校 で働 く人が何 を しているか興味 ・関心 を も

っ ことができたか。

o

@

・自 ら 見 学 し た こ とや 体 験 した こ

とに つ い て 、興 味 ・関 心 を も っ て 、

意 欲 的 に活 動 す る こ とが で き た 、

思考

判断

・商店で働 く人 がどの ような仕事 を していたか考 え、そ

の仕事 を絵カー ドや 写真の 中か ら選ぶ こ とができた か,

・身近な仕事 について どの よ うな仕事があるか、絵 カー

ドや写真の中か ら選ぶ ことができたか.

0

0

・棍覚的教材 を見なが ら考 え、 自

分で選 ぽ うと した。

・見た り、体験 した りの経験がな

い と判 断する ことが難 しい.助 言

により選ぶ ことができた、

技能

表現

・関心のある仕事 を絵 カー ドや写真 を貼ることによ り、

表現する ことができたか。

O ・立位 に よる動的活動 によ り傾眠

傾 向が薄れ、 自信 をもって貼 るこ

とができた,

知識

理解

・商店や身近な仕事 を絵 カー ドや写真の中から選ぶ こと

によ り、理解す ることがで きたか.

・学校や家庭 での自分の役割 にっいて理解することがで

きたか。

○

△

・視 覚的教材 を見 なが ら考 え、 自

分 で選 ぽ うと した。

・経験 がない とイ メージす ること

が難 しい.

評価 の尺度 ◎十分満足 O概 ね満足 △課題 がある
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(3)評 価規 準 を活用 した評 価 と指導 の改 善

進 路学 習に お いて は、 生徒 の進 路 に 対す る意 識 とい う内面 的 な課題 が大 き く、達 成度 が

は っ き り と見 えて こな い部 分 も あ る。 そ の点 か ら授 業者 の主 観 に任 せ るの で は な く、客 観

的 な評 価 か ら学 習課題 等 を設 定す る必要rbSあ る。 今 回の授 業 に おい ては 、4観 点 の評 価 規

準 に 基づ いた評 価 を実施 す る こ とに よって 、生 徒 一 人一 人 の学 習状況 や 目標 の達成 度 を把

握 す るこ とが で き るよ うにな っ た。 特 にAさ ん は、仕 事 に 関す るイ メー ジが 具体 的 に もて

ず に い た 瀞、 学校 や 商店 の仕 事 を見学 した り、 体験 す る こ とに よ り、働 くこ とにつ い ての

理餌 が深 ま って いった。 また 、 「学校 や家 庭で の 自分 の役割 につ いての理解 」 につ いて は 、

理 解 で きてい ない こ とが明確 にな った。

この よ うに課 題の 達成 度 を審 観 的 に評 価す る こ とは、教 員相 互 の共通 理解 と課 題 の 明確

化 といっ た点 にお いて も大 変有 効 で ある。 一方 、理解 に時間 のかか るAさ ん の場合 は 、知

識 や 技能 の到 達 度 を的確 に評 価 す る うえで工夫 が必 要 で あ ったが 、評価 規準 に よる評価 を

行 うこ とで 、生 徒の 学習 状 況 が 的確 に把握 で き る よ うにな り、 よ り分析 的 ・客観 的 な視 点

で授 業を作 り直す こ とがで きた。
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2「 産 業現場等 にお ける実習 のま とめ」

(1)Dさ んの就労 にむ けての 個別指導計 画(3年 次1学 期)

Dさ ん は、2年 次 に2回 の 現場 実 習 を体験 し、実習 先の企 業へ の就 労 を強 く希 望 して い

る。 進 路学習 に も関心が あ り、将 来 の生活 に向 けて の学 習 に積 極的 に取 り組 む ことが で き

て い る。 学校 生活全般 にお いて概 ね意 欲的 に活 動で き る よ うにな って きて い るが、 日常生

活 にお ける コ ミュニケー シ ョンや指 示理解力 、自己表現 にお いて、課 題 のあ る生徒 で あ る。

将 来の 豊か な生活 、 また企 業就 労の 実現 に向 けて 、以下 の よ うな個 別指 導 計画 を作成 し、

指 導 を行 った。

平 成15年 度 個別指導計 画(1)一 奥態 表一 〈拡粋 〉 高 等部3年O組 名前D

全

体

像

〈障害〉

知 的障害

愛 の手帳13度

く舘検査の愉報》

特にな し

障害 の重いの生徒への心配 りな ど優 しい面 もあ るが、 自分を

認め られたい とい う気持ちも強い。また、3年 次にな り、他

の生徒 に対 して指導的な発言が友人関係 を悪 く しているこ と

に気づ き、改善 されてきている、友だち関係 の広が りととも

に、表情 も明るくな り、安定 した学校生活 を送 るこ とができ

るよ うになってきた.自 信 のなさか ら、自分か ら発 言す るこ

と都苦手で あったが、行事 の実行委員などを経験す る ことに

よ り、少 しずつ苦手意識が薄れてきている。

平成15年 度

く医学的情報(配 慮事項〕}

てんかん発作=無

服 薬=無

健康上の配慮=特 にな し

重

点

目

楳

個別 指導計画(2)〈 櫨粋 〉 一職 業 一

O真 行委員や係 な ど、引 き受 けた仕

事 は、責任 をもって最後までや り

とげる。

0わ か らない時は 、その場で聞 くよ

うにす る。

O指 示 を理解 して 、メモ を取 り、活

用できるよ うにす る。

指導項目 ・内容 て学期の 目標 支橿の方法 肝と湘

o進 路ガイダンス

職 ・3年 の進路学習について

業 ・働 く こ とに つ い て ・働 くため に必要 なカについて ・本人や友 達の例や課題 となる

( 知 る。 場面 を示 し、働 くた めに必要 な

進 ことを具体的 に理解 でき るよ う

路 に す る.

学 ・進 路 選 択 ・決 定 に つ い て ・希望す る進路 の実現のために

習 必 要な ことを知 り、何をす るべ
)

きかを考える。
・日分の希望す る進 路を言い表

わ す.

り噛貞_隔∩∩ 圃 隔のー
一
▼一▼一▼、 ,_噸 一rL帽_一_陶 馴」卿 騨

O産 業現場等における実習
・実習の準備 ・働 く う え で の 亨 ナ ー 、 態 度 を ・実習先 か らの評価 を分か りや

身 に付 ける. す く説 明 し、何 を要求 され てい
・実 習 の ま と め ・働 く う え で の 課 題 を 知 り

、 学 るか を気づかせ 、学 校生活や 日

校生活の中で改善 してい く。 常生活の課題 を自分で考えられ

る よ うに す る.

・実習 で明 らかになった課題 を

作業学習で指導 してい く.

O社 会人 になるために

・相 談できる人、相談機関 ・社 会生活の 中で得 られ る支援 ・本人や 友達 の具体的で簡 単な

について に つ い て 知 る 。 ケ ー ス を 挙 げ 、 い つ ど の よ う な

・さま ざまな生活 の場につ 支援 を受け られ るのか を知 る.

い て
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(2)指 導 事例

ア 単 元名

産 業現場 等 にお け る実習 の ま とめ 皿

イ 単 元設 定の理 由

職 業 の授 業 は、3グ ル ー プ に分 かれ て学習 して いる。 本時 の対 象生徒 は 、主 に企 業 就

労 を 目指 す グル ー プで あ る。 生徒達 は 、2年 生の1学 期 か ら実習 を行 い、今 回で3回 目

の 実習 を終 えてい る。 次 回の3年 生の2学 期 の実 習は 、ほ とん どの生徒 に とっ て在 学 中

最 後 の実 習 とな る予定 で ある。 実 習 は 、社会 人 に なるための 大切 な体験 で あ るだけ で な

く、進 路 先 を決定す る貴重 な機 会 で あ るので 、本 時の事 後学 習 において 、 これ まで の実

習 で明 らか に なった課題 を確 認 し、次 の実 習や将 来の 生活 に活か すた めの 手立 てを 考 え

る こ とに した。 また 、他 の生徒 の 実習 での評 価や 反省 を聞 くこ とに よ り.お 互 いの 経験

を共有 す る気 持 ちを育て る こと も学習課題 と した.

ウ 本 単元 の学 習計 画{8時 間)

① 産業現場等 にお け る実習 の事前 学習1(実 習カー ドを書 こ う)

② 産業現場 等 にお け る実習 の事前 学習H(実 習 日誌 の書 き方)

③ 産業現場 等 にお け る実習 の事前 学習 皿(面 接 につ い て)

④ 産業現 場等 にお け る実習 の事前 学習IV(実 習先の 発表 と決意)

⑤ 産業 現場等 にお け る実習

⑥産 業現 場等 におけ る実習 の ま とめ1(お 礼 状 を書 こ う)

⑦産 業現場 等 にお け る実習 の ま とめll

⑧ 産業 現 場等 にお け る実習 の ま とめ皿(自 分 の課 題 を知 ろ う)

工 本 時の ね らい

・実習 先か らの評 価 を受 け 、 自分 の課題 に気 づ く。

o月o日

○ 月o日

0月 ○ 日

o月o日

o月o日 ～o月o日

o月 ○ 日

(実 習カー ドを仕上 げ よ う)O月O日

0月O同 (本 時)

(関 心 ・意欲 ・態 度)

・学校 生活 にお いて 、 どの よ うに実 習 での課題 を克服 してい くか を考 え、具体的 な 目標

を決 め 、発表 す る。(思 考 ・判 断 、技能 ・表現)

・友達 の課題 や 目標 を聞 き 、働 くた めに必要 なこ とを知 る。(知 識 ・理解)

オ 本 時 の評価 規準 と学習活 動 に即 した評 価規 準

評価規準 学習活動に即した具体的な評価規準

心

敏

崖

蝸閏

・

椿尋

・

量4

卒 業後 の進路や 生 き方に

関心 をも ち、将 来 の生活

につ い ての学 習 に積極 的

に取 り組む。

卒業後の生活に関心をもって学習 しようとす る。

撮々な仕事に興味 ・関心 をもって学習 しよ うとする。

職業生活 を送 る うえで必要な事柄に関心をもって学習 しよ うとす る。

将来の夢や希望の実現に向かって意欲的に学習 しようとす る。

考

断

置る

・

嘲
罫

自分 の理想 をもち、や り

たい ことや で き ることを

判断 して、進路や生き方

を前向 きに彰 える。

自分の良 さや個性 を判断 している。

自己能力適性 を正 しく判断 している。

卒業後の進路や生き方等 を考えている。

卒業後の進路や生き方等 を目指 して、自らの課題 を見いだ している,

藍

壇

量隅

・

室翼

自立 した生活 に向け、 自

己 管理や コ ミ鵠ニケー シ

ョン等 の必要 な 技能 ・表

現 を身 にっけている。

・将来の夢や希望を言い表 している。
・自分の意志や意見を適切に表現 している。

・他者の良 さや感情 を理解 し、良好な対人関係を築いている。
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釦匪

理瞬

将 来の 生話に必 要な知識

や情報 を理解する。

・様々な進路や生き方等があることを理解 している。

・いろいろな仕事が あることを理解 している。
・働 く こ と の 楽 し さや 厳 し さ

、 意 義 を 理 解 して い る 。

・自分の良 さや個性 を肯定的に理解 している。

・現場実習の意義を理解 してい る.

力 本時の展開

学習活動の流れと生徒 生徒の活動及び評価 指導へ の

の学習に対する姿勢 Dさ んlEさ んlFさ ん1… 評価

1前 回 の 自分 の実習 ・自分 の笑 習 カ ー ドの 反省 欄 を説 み 、確 認 しよ うと して い る。 ・発 問は 適 切 で

導 の反省 を見直 し、 自分 〔関 心 ・意 欲 ・櫨 度) あ った か 。

の 課題 を見つ ける こと

を 知 る 。

一 一

一
.幽

入 曙鯉
一臨㎜

一一`i醐
:

日幽 隔■ 鷹 盈履

一回「認 描 ・聾 費 綴ll'一 醒脂 ㍗'蹄

蘭薯匪
灘腰露i瀦1
匠,凸-騨 脳 岡 闇E.阻 』 【

一 ■

1・ 串' 羅 一蔽iI
II謬 圏i
■L理.・L

(実 習 カ ー ド}

2実 習先 か らの評価 ・自分 の 評 価 を ・友 だ ち の評 価 ・友 だ ち の 評 価 ・評 価 の 伝 達 は 、

を 閉 く. 聞 き 、課 題 を 理

解 しよ う と して

に 関 心 を もう て

聞 こ う と して い

に 関 心 を も っ て 分 か りや す い 表

聞 こ う と して い 現 で あ っ た か.

繕1濠 .継 一一嘩監

.・ゴ ニ態「"

1,=1.日'畠 ・ ・
.!

鹸 ∫'=㌦'㌔ ・1・溜

い る 。

1思 考 ・判 断)

・友 だ ち の 評 価

る ゆ

(閥 心 ・慧 欲 ・

態 度)

・自 分 の 評 価 を

る.

(関 心 ・意 欲 ・

態 度)

・評価 を よ り理

解 しや す い よ う

に 支援 を行 うこ

と力三できたか.

ら.手 …1・.ll.議

-..,

に関 心 を もっ て 閥 き、 課 題 を 理 ・生徒 の理 解 を

闇 こ う と して い 解 しよ う と して 促 し 、 い ろ い ろ

(資料 「実習評価表」参 る 。 い る 。 な 考 え を引 き出

展 照) 〔関 心 ・意 欲 ・ (思考 ・判 断) す こ とがで き た

態度) カ㌔

3自 分 の課題 にっい ・ 自 分 の 課 題 ・ 自 分 の 課 題 ・教 員 と評 価 を ・生徒 の考 え を

て 考 え 、 ワ ー ク シ ー ト を 、 ワ ー ク シ ー を 、 ワ ー ク シ ー 硅 認 しな が ち、 認 め よ りよい 表

に記入す る。 トに 記入 し よ う トに記 入 し よ う 課 題 を考 え て ワ 現 を 示唆 す る こ

開 とす る。 と す る。 一 ク シ ー トに 記
とが で き た か.

(技能 ・表 現) {技能 ・表 現) 入 しよ う と して ・具 体 的 な場 面

・教 員 か らの ア い る 。 を提 示 等 目標 を

ドバ イ ス を 受 {思 考 ・判 断 、 決 め るた めの 適

け 、 自分 で 考 え 技 能 ・表 現) 切 な助 言 がで き

た躁題を確認 し た か 。

よ う と し て い ・ 自 分 で 目 標 を

る 。{思 考 ・判 決 め る意欲 を引

断} き 出す こ とが で

き た か 。

4学 校 生 活 で 、 ど の ・自翁 の 課 題 が ・教 員 か らの ア ・教 員 と撚 題 を

よ うに課題 を克服 して どん な こ とで あ ドバ イ ス を 受 確 認 し、 具 倖 的

い くことがで きるかを るかを考え学校 け 、 自分 の 課 題 な場面を提示さ

考 え、学校 生活 での 目 生活で何をすれ を 、学 校 生 活 で れ て 、 学校 生活

標 を 決 め て 、 ワ ー ク シ ば い い か を 、 自 ど の よ うに 取 り で何をすればい
一 トに 記 入 す る

、 分 で 考 え て 、 目 組 め ぱ よ いか を いか を 自分 で考
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標 を ワ ー ク シ ー 自分 で 考 え 、 目 え 、 目標 を ワ ー

トに記 入 しよ う 標 を ワ ー ク シ ー クシ ー トに記 入

と して い る 。 トに 記 入 しよ う し よ うと して い ・ 目 標 発 表 の 際

(思 考 ・判 断 、 と し て い る 。 る, の 生徒 へ の 支 援

技 能 ・表 現) (思 考 ・判 断 、 (思 考 ・判 断 、 は 適切 で あ った

技 能 ・表現) 披能 ・表 堤) カ㌧

・教員 か らの ア ・敵 員 か らの ア ・友 だ ちの 発 表

ドバ イ ス を 受 ドバ イ ス を 受 を聞 く雰囲 気 作

け.自 分 で 立 て け 、 自分 で 立 て りが で き た か 。

た 目標 を確 陽 し た 目標 を確 認 し

よ う と し て い よ う と し て い

る. る.

偲 …茸 ・判 断} (思考 ・判 断)

5目 標 を発表す る。 ・目標 を発 表 し ・友 だ ちの 発 表 ・友 だ ち の発 表

よ う と し て い を 関 心 を もっ て を 関心 を もっ て

る 。{技 能 ・表 聞 こ うと して い 聞 こ うと

現) る 。(関 心 ・意 して い る.(関

欲 ・鮨度) 心 ・ 意 欲 ・ 態

度)

・友 だ ちの 発 表 ・目標 を 発表 よ

を 関 心 を もoて うと して い る

聞 こ うと して い (技能 ・表現)

る 。(関 心 ・意

欲 ・態 度}

ま 6授 業の 中で あげ ら ・自分 や 友 だ ち の 実習 の 話を 関 心 を もっ て聞 こ う と し ・実 習 の課 題 や

と れ た課題や 目標 につ て い る 、(関 心 ・意 獄 ・態 皮 〕 今後 の 目標 につ

め い て の ま と め を 聞 き 、 い て の ま と め は 、

自分 や友だ ちの実習 適切であったか。

に つ い て 振 り返 る。

キDさ んの本時の評 価

学習活動に即 した具体的な評価規準 辞 菖 所 見
恥 ・卒業後の生活に関心をもって学 習 しよ うとす る. ◎ 実習先か らの評価 を知 り、

● ・様々な仕事に興味 ・関心をもって学習 しようとす る。 @ 就 労 をよ り身近 に慮 じる

鰍 ・職業 生活を送 る うえでの必要 な事柄 に関心 をもって学習 しよ ◎ よ うになった、将 来 の生
● う と す る。 活を意識 して進路学習に

駈 ・将来の夢や希望の実現に向か って意欲的に学習 しよ うとす る。 ◎ 臨む ことがで きる よ うに

な つ た 。
■

鵬 ・自分 の良 さや個性を判断 してい る. o 実習や進 路学習 を通 し、
● ・自己能力適性を正 しく判断 している。 o 徐 々 にではあ るが、 自分

価 ・卒業後の進路や生き方等 を考 えている。 o の よさや 個性 を、具 体的
・卒業 後の進路や生 き方等 を日指 して、 自らの課題 を見いだ し o に意識す る ことがで き る

て い る。 よ うに な っ て き て い る 。

臨 ・将来の夢や希望 を言い表 してい る。 ○ わか らない ときに、 わか
邑 ・自分の意志や意見を適切に表現 してい る。 △ った よ うな返事 を して し

表現 ・他者の良さや感情を理解 し、良好な対人関係 を築いている。 △ ま う、質 問す るこ とが難

しい等の課題がある。

賭 ・様 々な進路や生 き方等があ ることを理解 している。 o 実習先か らの評価 を受け、
■ ・いろいろな仕事があることを理解 してい る。 o 仕事 にや り溝 いを見 いだ

嘲 ・働 くことの楽 しさや厳 しさ、意義を理解 している. ◎ す こ とが で き た 。

・自分の良さや個性を肯定的 に理解 してい る。 O
・現場実習の意義を理解 している. ◎

評価の尺度 @十 分満足 0概 ね満足 △課題 が ある
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資料=現 場実習評価表 平成15年O月O日

案習生名 高等部3年O組D

事舗 名 採式会社OO△ 課

責任観 oooo

実習鵬 平成 【5年O月O日 ～O月O日 合計14日

鋸輔 午 前9時30分 ～午後5時30分

出鰍配 出勤 回 日 欠勤O日 遅刻0日 早退0日

鹸内容 客 室 フローティング 業 務 、 わ ブ ンベ ッド 業 務 、 そ の 他 雑 用

項 目 評価基準 特記事項

準備 1.言 わ れ な い と で き な い

(後㈱ 2.時 々 、 指 示 を 必 要 とす る

r軌 自分か らきちんとす る

縮性 Y気 分にむらがあ り、飽 きやすい

2.時 々 、 声 を か け れ ば 続 く

◎ 最後 まで、がんばってする

盤性 Y.砲 実ではない(不 良品茄多い)

豊
時々確認すれば、正確 にす る

砲 実にする

確認 しな くてはな らない回数 を減 らす ことが

必要です。

■

巧繰性 1.手 先の作業ができない

{期 さ) 2.大 まかな作業な らできる

愈 細かい作業ができる

理解力 Y.ほ とんどない 日々教 え られた ことを復習す るよ う指導 しま

2.時 間をかければできる し た.

6)理 解がはやい

瀬
V
l.大 変 遅 い 何事 も少 しで もはや くできるよ うに 日頃訓練

時間はかか るが作業は こなせ る

ゐ 速、、.

す る と よ い で し ょ う。

安盤
響

1.注 意 散 漫 で 、 危 な い あ る程度 の判断 力 は必要 に なっ てき ます の ・

㊥ 教 えられた ことは守 る

危険物 を理解 し、適切 に身 を処す こと溺

で 、 考 え る くせ を つ け る こ と が 大 事 で す 。

できる

責髄 1.あ ま りあ て に な ら な い

どうにか責任 をはたせ る

ゐ 責任感が強い

体力 Y.力 が ない

やや重いものでも可

ゐ 労働 に対応できる

脇性 了.自 分勝手、好き嫌いや一人行動が見 られる

2.指 導者 が入れば、周 りの人 と交わ ることが

醒 とで欄 できる
鞭性 1,言 わ な い と しな い 決め られ た 日課については、 自発的 に行動 で

㊥
決め られたことはする

進ん で作業 をす る

き るよ う指導 していきたい。

指示搬 1.指 示 を 聞 こ う と しな い 簡単な ことは一度で覚え られ るよ うにな る と

ける澱 @ 繰 り返 しの指示 を必要 とする

嘉直 に指示 を受けられ る

よい と思 います。 メモ を取 る くせ をつ けて く

だ さい。

蹄返事 1.黙 っ て い る

声かけをす ると応答す る

諭 自分 か らきちん とする

総評 万 さんは、今回の実習は当社の他 の実習生 と同嵌な内容 を指導 してみ ま した。若干、理解するま

俣翫 でに時間はかか りますが、一度覚 えて しまえば、他の者 と変わ りなくできるよ うにな りま した。

お気づき 大変素直な性格で、好感力{もてます。実習後半は、職塀 にも慣れ 、明 るく振る舞 っていま した。

のこと1 今後 さらに新たな目標 をもって取 り組んでもらいたいと思います。

今齢見
乱

農 可警 ついて 当社の今回の実習の仕糊 きかどうか
2.も う少 し実習をさせて、様子を見たい で成果 は大 きく変わって くると思い ます

3.ど ちらともいえない ので、本人の強い意志押必要です。

4.な い
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(3)評 価規 準 ・評価項 目を活 用 した評価 と指導の改 善

4観 点 に よる評価規 準 を般 定 して授 業 を計画す るこ とに よって、 関心 ・意欲 ・態度や 知

識 ・理解 に偏 りが ちで あ?た 指 導 内容 が、 実習 での課題 を考 え、発表 す るな どの思考 ・判

断 、 技能 ・表 現等 の 目標 ・指導 内 容 の設 定 にっ なが り、指 導内容 が よ り広 が った。 また 、

生 徒 に よ る相 互評 価 を取 り入れ る こ とに よ り、 自分 の気 持 ちや希 望 を表現 す るカ 、また 、

他者 の よ さや課題 を受 け止 め、お 互 いの経験 を共有す る気持 ちを高 め られ るよ うにな った。

特 に 、本 事例 では 、評 価 規準 に よる評 価 と併せ て 、企 業 か らの聞 き取 り評 価 を活用す る こ

とで 、 よ り多面 的な評価 とな り、的確 な進路指導 の 目標 ・内容設 定 とな った。

また 、 実習先 の評価 を活 用す る こ とで 、職 業生活 を送 る うえで の必要 な事柄 が明 らか に な

ったの で、将 来の生活 を意識 して進 路学 習 に臨む ことが で きた。

この よ うに 、教 員 の主観 的 な授 業の 手応 えか ら一歩 すす んで 、 よ り分析 的 、客観 的 で 多

面 的 な評価 に基 づ いて授 業 を作 り直す こ とがで きた こ と、 さ らにその こ とが一 人一 人 に何

を育 てて い くか を よ り詳 細 に して い った こ とや 、 生徒 自身 が 自分 の課題 等 を理 解で きた こ

とは 、大 きな収 穫 であ った。

今 後 、4つ の観 点 に分 けて評 価 規準 を設 定す る際の 考 え方や 、学習 状況 の具体的 な評 価

方法 につ いて 、 さ らに研 究開 発 を行 ってい く必要 があ る。
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3事 例 「卒 業後 の生活」

{1)生 徒Gの 個別 指導 計画

本生 徒は 、 自分の能力 を過小 評価 す る傾 向にあ り、新 しい ことに挑 戦 しよ うとす る姿勢 に

欠 けてい る。 また過去の産 業現場 等にお け る実習 におい て、作業能 力、態 度は評価 され るも

のの 、対人 関係 において課 題が あ るとの指 摘があ った。さらに 、本生 徒 は、卒業後 、通 勤寮 、

生活 寮 を活 用 して 、 自立 してい くことを望 んでい る。 そ こで以 下の よ うに重点 目標 を設 定 し

個 別 指導計画 を作成 した。

平 成15年 度 個別指導計画(1)一 実態表一 く撫 粋〉 高等 部3年 組 名前 生徒G

〈障害〉

知的障害

愛の手帳:4度

児 童養護施設 に入所 している。 将来 の生活 、就労に対す

る意 識は高い。ただ、 自分 に 自信 が もてず 、情 緒不安 定な

傾 向が あ り、物事に積極的 に取 り組む姿勢に欠 けてい る。

また実習中に職場 の輪に入れない等の内向的な性椿 もあり、

対人関係 の面 でも課題が残 る。学 級委員や行事の実行 委員

を経験 した り、部活動や生徒会活 動に も参加 して、少 しず

つではあるが自信 がっいてきている。

〈医学的情報(配 慮事項)》

てんかん発作 な し

服 薬=な し

健康上の配慮.特 になし

・あい さつ返事を しっか りす る.

・自分 の長所 を認 め ると ともに、友

達の 良 さにも気づ き、 良好 な対 人関

係を築 く。

・意思伝達能力 を養 う.

・何事 にも積極的に取 り組む。

平成15年 度個 別指 導計 画(2)一 ホー ムルームー(抜 粋)高 等部3年 組 名前G

指導項 目 ・内容 3学 期の 目標 支橿の方法 様子と評価

ホ O社 会人 にな るため

1 の心構え

ム ・社会人の生活 ・卒業後の生 活につ いて興 ・先輩 達の話 を きき、 よ り具 体的 に

ル ・健 康管理 味 を も つ 。 イ メ ー ジ で き る よ うに す る 。

1 ・経済生活 ・困 っ た と き に 相 談 で き る ・区 役 所 や ハ ロ ー ワ ー ク 等 の 見 学 を

ム ・人 と の つ き あ い 機関について知 る。 行 う。 また 、視聴覚機 器 を利 用 し曳

活 ・余暇利用 際の映像をみ られるよ うにする.

動 ・生 活 の 場 ・(職 業)生 活 に必 要 な様 ・卒 業後 に出て くるで あろ う相 談内

A
・困 っ た とき は 々 な ス キル を 知 る 。 容や(職 業)生 活 に必要 な スキル に

進 ・知 っ て お きた い 決 つ いて、具体 的 な例 を示 しなが ら進

路 ま りや制度 め る 。

学 ・社会の仕組みや決ま り等 ・学 校 の係活 動や 家庭 の手伝 い等 を

習 に う い て 知 る 。 倒 に、権利 と義務 、責任 について説

)

明 す る.

(2)指 導事例

ア 単元名

「支援機 関 と余暇利 用につ いて」

イ 単 元設 定 の理 由

卒 業後 の生 活は在 学 中 とは違 って くる。学 校 を卒業 し社会 人 にな る とい うことは 、仕

事 が 中心の生活 とな り、厳 しい社 会 の現実 に も直 面す るこ とに なる。 そ のた め 、特 に企

業就 労 した 人は、仕 事や 生活 面 で困 っ たときに相 談 で きる支援機 関にっ いて 知 って お く
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こ とは大 切で あ る。 また余 暇 の上手 な利用方 法 は、職 業生 活 を続 けてい く上 で非 常 に重

要 とな る。そ こで、卒業 後 の生 活 に とって欠 かせ ない支援機 関や 余暇利 用 につ いて知 る

た めに本 単元 を設 定 した.

ウ 本 時 のね らい

・困 った ときに相 談 でき る支援 機 関につ いて知 ろ うとして い る。(関 心 ・意欲 ・態 度)

・どんな ときに どんな支援機 関が利 用で きるか を知 る。(知 識 ・理解)

・様 々な余暇 利用 につい て関 心を もつ.(関 心 ・意欲 ・態度)

・余 暇利 用 が職 業 生活上 必 要で あ るこ とを考 えて い る。(思 考 ・判断〕

工 本 時 の評 価規 準 と学 習活動 に即 した具体的 な評 価規準

観点 評価規準 学習活動に即 した具体的な評価規準

関心 卒業後の生 き方に関心を もち、 ・卒業後の生活 に関心をもって学習 しようとする。
■ 将来の生活についての学習 に積 ・身近な地城の支援機関 に関心をもって学習 しよ うとしてい る

。

意欲 極的に取 り紐む. ・地域生活や職 業生活 を送る上での余暇利用に関心 をもって学

●

習 し よ う とす る.

態度

思考 卒業後の生き方を前向きに考 ・支援機関別に相談内容 を分類す ることができる。
邑 え る 。 ・休 日 の 過 ご し方 に つ い て 考 え て い る 。

判断 ・卒業後の生活に必要な支援について考えている。

技能 卒業徒の生活に関する情報収 ・将来のために様 々な支援機関の情報 の収集に努 めている。

, 禦 に 努 め 、 活 用 し て い る 。 ・将来のために様 々な余暇利用の情報 の収集に努 めている,

表現 ・休 日 の 過 ご し方 を 工 夫 し て い る 、
,

知識 将来の生活に必要な知識や情 ・管轄の福祉事務所 を知うている。

■ 報 を理解す る. ・ハ ロ ー ワー ク の 所 在 地 を 知 っ て い る。

理解 ・生活に必要な支援磯関の利用方法を知っている。

・職業生活に必要な余暇利用の方法を知っている。

・余暇利用恭職業生活上必要であることを理解 している。

オ 本時の展開

学 習 活 動 の 流 れ と児 童 ・生 佳の 学 習 に 児童 ・生 徒 の活 動及 び 評価 指導への騨価

対する妾勢 生 徒Gl生 徒Hl生 徒1 ..,

・あ い さつ を す る 、 ・始 ま りを意識 し.大 きな声 で あ い さつ を しよ うと ・授 業 の 流 れ を わ

導 す る 。{関 心 ・意 欲 ・態 度) か りや す く説 明 で

・支 援 機 関 と余 暇利 用 につ いて 学 習す ・話 を聞 き 、卒 業 後の 生活 に つ い ・話 を 間 き 、 本 き た か 、

入 る こ とを知 る. て輿 味 を 示 してい る. 時の内容を理解 ・授 業 に 興 味 の 持

(蘭 心 ・意 飲 ・態 度) してい る 〔開 心 て る導 入 の 話 が で

・意 欲 ・態 度 〕 き た か 。

・生 活 面 と仕 事 面 の支 援機 関につ いて ・自分 の 知 っ てい る支擾 機 関 を発 ・友 だ ち の 発 ・支援 概 関 を 生 活

知 る. 褒 す る 。(知 識 ・理 解)(技 能 ・ 表 を しっか り関 面 と仕事面に分け

展 (支援 機 関 の書か れ たカ ー ドを貼 る.) 表現) い て い る 。 〔関 て思い出す助言が

1福 祉事務所1 ・ハ ロー ワー ク以外 に地 域 の就 労 心 ・ 意 欲 ・態 適切 に 行 えた か。

支 援 機 関 が あ る こ と を 知 っ て い 度)

開 1ハ ・一 ワー ク1 凸。(知 ほ ・理 解)

・管 轄 の 福祉 事 ・福 祉 事 務 所 の ・福祉 事務 所 の ・生徒 そ れ ぞ れ の

務 所 を知 って い 名 弥 を知 って い 名 称 を 知 っ て い 管轄福祉事務所の

て発 表 す る。 て発表 す る。 る 。 名称 と所在地を明
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(知 識 ・理 解} (知 厳 ・理 解 〕 {知識 ・理解)〕 砧 に で きた か。

(技能 ・農 現) (技 能 ・衷現)

・ ハ ロ ー ワ ー ク ・ハ ロ ー ワ ー ク ・ ハ ロ ー ワ ー ク ・ ハ ロ ー ワ ー ク の

の 鴇 所 を知 って の名 称 を 知 っ て の名 称 を知 って 名称 と所在地 を明

いて 発 表 す る= い て 発 表 す る。 い る。 確 にで きた か。

(知 識 ・理 解) (知 識 ・理 解) {知 識 ・理 解1

展 (技能 ・表現) 〔按 能 ・表 現)

・具体的な相麟内容を支援搬関別に分 ・相談 内 容の カ ・自分 の わ か る ・自分 の わ か る ・そ れ ぞ れ の 支 援

類す る.
一 ドを正 確に 各 範囲で相譲内容 範囲で相談内容 機関で相敲する内

(卒 業後 に 予想 され る相 談 内容 の書 か 支援機蘭に分類 の カ ー ドを 各 支 の カ ー ドを 各支 容を具体的に提示

れ た カ ー ドを貼 る。) す る 。(思 考 ・ 援機関に分類す 援機関に分類す で き た か 。

〔生 活 鵜〕 判 断)(妓 能 ・ る 。{思 考 ・判 5.(思 考 ・判

家 を 出 て 自立 したい が 、す ぐに 一 表 境) 断){岐 能 ・表 断}(技 能 ・表

開 人暮 ら しをす る 自信 がな い。 現} 現)

・カ ー ド以 外 に ・生 徒 の 様 々 な 考

1盤の 手帳 を無 く して しまっ た。 1自 分 で 卒 後 の 相 え を 引 き 出 す こ と

談 内窓 を予 想 がで き たか 。

年金を受けたいけれど申し込みの し 、 分 類 す る、

手続 きが わ か らない. (思考 ・判断}

(技能 ・表 現1

1悪徳 商法 に引 っかか って しまった 。 1
〔仕 事 細〕 ・生活 面 は福 社事務 所 、仕 事 面 はハ ロー ワー クが支 ・福 祉 事 務 所 とハ

今 の 仕 事 がい や に な っ て しま い 、 援機 関 で あ ること を理解 で きて い る。 ロ ー ワ ー ク の 役 割

転職 したい。 {思考 ・判 断1(知 識 。理 解) 分担 を明確 にでき

た カ㌔

会 社が倒 産 して しまい解 雇 され た.

ど こ.か働 く と と こ ろ を 探 した い 。

1労働 時 聞 を増や し給 料 を上 げた し㌔ 1

・余 暇利 用 につ いて 知る. ・カ ー ド以 外 で 自分の 知 っ て い る ・ 自 分 の 知 っ て ・余 暇 利 用 を 思 い

{卒 業 後 の余 暇居 動 が書 かれ た カー ド 余 暇利 用 方 陪を莞表 す る。 いる余暇利用方 出させ る助言が適

を 貼 る。〕 (知識 ・理解)〔 技能 ・表現} 法 を発表 す る。 切に行 えた か。

同窓 会 、 青年 学 級 、 地 域 の サ ー ク (知 腋 ・理解)

ル活動等 (岐能 ・表 現) ・余 暇 利 用 が 職 業

・余 暇 の利 用 溺職 業 焦活 を続 けて い く上 で大 切 な こ 生 活 を 続 け て い く

1買 い物 、 カラ オケ等 iと を理解 してい る.㈲ 識 哩 解) 上 で 大 切 で あ る こ

とが 伝 え られ たか.

・本時 の 学習 の おお ま かな 内寧 にっ い ・プ リ ン トに 記 入 す る 。 ・教 師 とプ リン ・各 支 擾 槻 蘭 や 余

ま てプ リン トで確 認す る, (知識 ・理 餌){思 考 ・判 断》 〔技 トに 記 入 す る。 暇利 用 に っ い て わ

能 ・表現) (知 識 ・理 解 〕 か りや す く ま と め

と {思 考 ・判 断 〕 て あ っ た か 。

(技能 ・表 現)

め ・次回 の予 定 を確 認す る。 ・話 を闘 き 、次 回 の内 容 に輿 味 を ・話 を 聞 き 、 次 ・猷 回 の 内 容 に 興

示 して い る, 回の内容を理解 味を持つ話ができ

{閲 心 ・意 欲 ・態 度 〕 して い る。 た か.

(関 心 ・意 欲 ・

態度}
・あ い さ つ を す る 。 ・終わ りを意 識 し、大 きな声 で あ い さつ を しよ う と

す る。(関 心 ・意 欲 ・磁 度)
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カGさ んの本 時の評価

観点 学習活動に即 した具体的な評価規準 評 価 所 見

関心 ・卒業鶴の生活に関心を持 って学習 しよ うとす る。 ◎ ・卒 業後の生活について開

■ ・身近 な地域の支援機 関に関心を もって学習 しよ うとして 0 心を もち、支援磯関や 余暇

意欲 い る 。 利 用につ いて意欲的に学習

8 ・地域 生活や職 業生活を送 る上 での余暇利 用に関心を もっ o して い た 。

態度 て学習 しようとする。

思考 ・支援機関別 に相談内容 を分類す ることができる。 0 ・支 援機 関のだいたいの 内

● ・休 日の過 ごし方について舞えてい る。 △ 容 を知 り、相談 内容の カー

判断 ・卒業後の生活に必要な支援について考 えている △ ドを正確 に支援機 関別 に分

類 で き て い た。
1

技能 ・将来のために様 力な支援機関の情報の収集 に努 めている。 △ ・自分の知っている支援機

■ ・将来 のために様力な余暇利用の情報の収集 に努めている、 △ 関や余暇利 用につ いて発表

衰現 ・休 日 の過 ご し方 を 工 夫 して い る 。 △ で き て い た 。

知織 ・管轄 の福祉事務所 を知つてい る。 ◎ ・様々な支援機 関や 余暇利

● ・ハ ロ ー ワ・一ク の 所 在 地 を 知 っ て い る
。 ◎ 用 法 に つ い て理 解 して い

理解 ・生活 に必要 な支援機関の利用方法を知 っている。 0 た。余暇利 用が職 業生活 を

・職業生活に必要な余暇利用の方法を知 っている。 o 綻 けてい く上で重 要である

・余暇利用が職業生活上必要である ことを理解 している. 0 ことを理解 できた.

評価の尺度 ◎ 十分に満足 ○ 概ね満足 △ 課題 あ り

(3〕 評価 規 準 を活用 した評価 と指導の改 善

4観 点 に よる評価 規準 を活 用 した評 価 の実施 に よ り、Gさ んの 目標 の到 達度 が よ りは っ

き りと把 握 で き るよ うに な った。Gさ ん は、卒業 後 の生活 に関 心 を もって 学習 しよ うとす

る意欲 ・態度 があ り、支援 機 関 と余暇利 用 の方法 につ いて の知識 ・理 解が ほぼ達 成 で きて

い る こ とがわ か る。 ただ対 人 関係 に課 題 があ り、やや 消極 的 なGさ んに とって は、 支援機

関等 に関 心や 利 用方 法等 の知識 が あって も、実際 に利 用 で きるか ど うかが 問題 にな る。 そ

こで今後 は、4観 点 の うち 、 自分 の 良 さや 個性 を判断 し、 自分 の進路 や生 き方 を前 向 き に

考 える 「思考 ・判断 」や 、人 間 関係 形 成 に必要 な 「技 能 ・表現 」 に重点 を置い た指導 へ 改

善 してい く必要 があ る。
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V研 究 のまとめと今後の課題

1研 究 の成果

学習 指導 要領 に各教科 の指導 目標 ・内容が 学年別 に示 され る通常 の学級 の指 導 と異 な り、知

的 障 害教 育にお い ては 、生 徒一 人一 人 の実 態に即 して指 導 内容 を選択 す るた め、教員 に よっ

て 、教 育内容 が大 き く左 右 され るこ ととな る。 特 に知 的障 害養護 学校 高等部 の進 路指 導 は、

卒業 後 の進路 先 の具体的 な選択 ・決 定 にかかわ って くるた め 、指導 内容 ・方 法 につ いて 十分

な分析 が行 われ に くい場合 が あ る。

生 徒 に 「確 か な学力」 を身 に付 け、指 導 の信頼 性 を確保 してい くた めには 、客観 的 な評価

を行 い 、指 導内容 ・方法 の検 証 を行い 、指 導の改善 を絶 えず 行 うことが求 め られ る。

本 研 究 にお い てほ 、4っ の観 点に よる分析的 な評価 規準 の 作成 を行 うこ と溺、評 価 の 客観

性 、信 頼性 を高 め るこ とにつ な がる とい う仮説 を設 定 し、教科 「職 業」や ホ ーム ルー ム活動

等 に おけ る進路学習 に焦点 を絞 り実践 的な研究 を行 った。

各 事例 の評 価 は、4観 点 で評価規 準 を設 定 して行 った こ とで 、生徒 の課 題 が明 確に な り、

指 導 内容 ・方法 の改善 が図 られ 、生徒 の主 体的 な進 路選 択す る力や 、社会 参 加す る力 を身 に

付 けてい るこ とが確 かめ られ た。

2今 後の課題

(1)評 価規 準の開発 と、それ に基づく指導の改善 ・充実

知 的障害養護 学校高等 部 の進 路指導 は、作業学 習の指 導内容 との関連が 深 いので 、平成14

年 度 「東京 の教育21」 研究 開発委員会 指導資料 の作業学習 の評価 規準 と併 せて 、指導 に活用

してい くこ とが 大切 であ る。

今 後 、各校 にお いては、「関心 ・意欲 ・態度」「思 考 ・判 断」「技能 ・表現J「 知識 ・理解」

の4っ の観 点に基 づ き、本 資料 を参考 に進路 指導 にお け る生 徒一 人一 人の評価 規準 を作 成

し、個 別 に分 析的 な評価 を実施す るこ とを通 して 、生 徒一人 一人 の主 体的 な進 路選択 や 、

社 会参加 の手立 て等 の改善 ・充実 に活用 してい く必 要が ある。

(2)多 様な評価 方法の 活用

進 路指導 にお いては 、生徒 自身 の能力 や適 性 な どの理解 を深 め るため 、生徒 自身 の 自己

評 価 や 、生徒同 士の相 互評 価 を取 り入 れ る ことが 大切 で ある。 と りわけ 、 自己評価 にっ い

ては 、 自ら学ぶ意 欲 を高 めた り、他 人か らの評価 を受 け止 め るカ を身 に付 けてい くた めに

も重要 であ る。

本研 究で は、自分 の良 さや 他者の 良 さを知 ろ うとす る等 につ いて 自己評 価 を促す 指導や 、

様 々 な進 路や生 き方等 につ い て生徒 同士 で評 価す る指 導 、 また、現 場実 習先 の企 業や 福祉

作業 所の評価 、保護者 の評 価 を活 用す る指 導等 の検 証 を行 っ た。

今 後 、各校 の進 路学 習で 指導 に活 用 されて い る実 習先 か らの評価 や 、生徒 自身 の 自己評

価 や 生徒 同士 の相 互評 価等 の事例 を収集 す る とともに 、その よ うな指導 内容 ・方 法 にっ い

て研 究を進 め る必要 があ る。
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(3)生 徒 の社 会参 加 ・自立を支援する進路 指導の評価

進 路 指 導に お いて は、生 徒 が 自己の在 り方生 き方 を考 え、 主体 的 に進 路 を選択 で き る よ

う、進路 指導 の 内容の 工夫 や 、教材 等 の開発等 を行い 、授 業の改 善 ・充実 を図 る とともに 、

知 識や 技能 の到達 度 を的 確 に評価 し、生徒 が就 労す る企業 や福祉 作 業所 等 へ の進 路 にっ な

げて い く ことが 重要 であ る。

現在 、東京都 では、生徒一 人一 人の卒業 後の社 会生活への スムー ズな移行 を図 るため に、

卒業 後3年 間 を 見通 した支 援の 在 り方 を明記 した 「個別 移行 支援 計画 」に基 づ く指 導hS試

み始 め られ てい る。

今 後 、学 校在 学 時 の進 路指 導 の評価 を、個別移 行支 援計 画 に明記 し、生徒 一 人一 人の 将

来 の職業 生活や 社 会参加 ・自立への支援 とな るよ うに してい く必要が あ る。
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